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人
物
埴
輪
の
意
味
す
る
も
の

一、

ﾍ
じ
め
に

増
　
田
　
美
　
子

　
古
墳
に
形
象
埴
輪
が
樹
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
大
形
の
前
方
後
円
墳
出
現
と
相
前
後
す
る
四
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
頃
の
築
造
と
さ
れ
る
奈
良
県
左
紀
陵
山
古
墳
で
は
、
そ
の
後
円
墳
頂
部
に
家
形
埴
輪
と
蓋
形
埴
輪
・
盾
形
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

同
時
期
の
畿
内
の
古
墳
か
ら
も
、
家
形
埴
輪
や
盾
形
埴
輪
等
が
出
土
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
家
や
特
殊
器
財
形
の
埴
輪
が
立
て
ら
れ

始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
引
き
続
き
、
五
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
動
物
埴
輪
や
人
物
埴
輪
が
樹
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

動
物
埴
輪
は
、
鳥
・
馬
・
猪
・
犬
・
鹿
・
牛
・
猿
・
魚
等
で
あ
る
が
、
人
物
埴
輪
は
、
男
女
貴
人
・
武
人
・
馬
飼
・
鷹
飼
・
鳥
飼
・
楽
人
・

舞
人
・
力
士
・
農
民
・
子
守
像
か
ら
さ
ら
に
は
生
殖
器
を
露
出
し
た
男
女
像
ま
で
様
々
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
も
の
が
出
現
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
物
埴
輪
樹
立
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
諸
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
殉
死
代
用
説
　
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
条
の
、
皇
后
日
葉
酢
媛
命
が
死
去
し
た
際
に
殉
死
の
代
用
と
し
て
埴
輪
を
立
て
た
と
す
る

記
述
を
史
実
と
す
る
も
の
で
、
古
く
は
こ
の
説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
日
葉
酢
媛
命
の
墓
と
目
さ
れ
て
い
る
四

世
紀
半
ば
の
左
紀
陵
山
古
墳
に
は
ま
だ
人
物
埴
輪
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
人
物
埴
輪
や
動
物
埴
輪
に
先
行
し
て
家
形
や
盾
形
埴
輪
等

が
み
ら
れ
る
こ
と
、
初
期
の
大
阪
府
蕃
上
山
古
墳
出
土
の
人
物
埴
輪
は
男
女
の
巫
人
と
さ
れ
て
い
る
像
と
甲
冑
形
埴
輪
で
あ
り
、
埋
葬
者
の

近
習
者
と
考
え
ら
れ
る
貴
人
男
女
像
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
等
か
ら
現
在
は
否
定
的
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

（
2
）
積
や
諌
再
現
説
　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
最
も
支
持
の
多
い
の
が
こ
の
説
で
あ
る
。
我
が
国
古
代
の
葬
送
儀
礼
の
中
で
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
た
の
が
積
で
あ
り
、
こ
の
期
間
、
妻
等
は
積
宮
に
籠
も
り
、
ま
た
遊
び
部
等
に
よ
り
酒
食
等
の
供
奉
や
歌
舞
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
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ら
の
殖
期
間
に
行
わ
れ
た
行
事
と
、
埴
輪
群
像
の
姿
と
は
重
な
る
部
分
も
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
古
墳
に
立
て
ら
れ
た
酒
を
捧
げ
持
つ

女
性
像
等
は
供
奉
者
で
あ
り
、
琴
弾
き
や
踊
る
像
等
は
歌
舞
を
行
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
古
墳
は
、
残
が
終
わ
っ
た
後
に
埋
葬
す
る
施
設
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
墳
墓
の
側
で
積
の
場
面
を
再
現
す
る
必
要
性
も
な
さ
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

あ
る
。
ま
た
、
古
代
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
、
「
泣
く
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
こ
と
は
、
『
古
事
記
』
の
伊
邪
那

美
命
が
亡
く
な
っ
た
時
、
夫
の
伊
邪
那
岐
命
が
、

　
　
乃
葡
旬
御
枕
方
、
葡
旬
御
足
方
、
而
笑
時
。
（
上
巻
火
神
被
殺
条
）

と
、
死
者
の
周
り
を
腹
這
い
廻
っ
て
泣
い
た
と
い
う
記
述
や
、
倭
建
命
の
死
去
に
際
し
て
も
、

　
　
即
飼
コ
旬
－
廻
其
地
之
那
豆
岐
田
一
而
、
叩
犬
為
歌
日
。
（
中
巻
倭
建
命
莞
去
条
）

の
如
く
、
妻
子
達
が
や
は
り
腹
這
い
廻
っ
て
泣
い
た
と
い
う
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
磧
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

り
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
若
日
子
の
残
に
関
す
る
記
述
に
も
、

　
　
乃
於
二
其
虜
一
、
作
二
喪
屋
一
而
、
河
膓
為
二
岐
佐
理
持
一
、
鷺
為
二
掃
持
一
、
翠
鳥
為
二
御
食
人
一
、
雀
為
二
碓
女
一
、
雄
為
二
実
女
一
、
如
レ
此

　
　
行
定
而
、
日
入
日
入
夜
遊
也
。
（
『
古
事
記
』
上
巻
天
若
日
子
条
）

　
　
便
造
二
喪
屋
一
而
殖
之
、
即
以
二
川
雁
一
、
為
二
持
傾
頭
者
及
持
帯
者
」
一
云
、
以
レ
鶏
為
二
持
傾
頭
蚕
以
二
川
鷹
一
為
二
持
帯
孟
又
以
レ
雀
為
二
春

　
　
女
ご
云
、
乃
以
二
崖
為
二
持
傾
頭
孟
亦
為
二
持
帯
蚤
以
レ
鵡
為
二
戸
童
以
・
雀
為
・
春
蓋
以
・
羅
為
・
笑
童
以
・
鷺
・
造
綿
蚤
以
・
烏
為
・
宍

　
　
人
者
一
凡
以
二
衆
鳥
一
任
事
、
而
入
日
入
夜
、
喘
叩
犬
悲
歌
。
（
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
）

の
如
く
、
鳥
が
担
当
す
る
殖
の
諸
役
に
「
異
人
」
が
お
り
、
入
日
入
夜
泣
き
悲
し
ん
で
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
天
武
帝
の
残
記

事
に
お
い
て
も
、
残
期
間
に
は
盛
ん
に
働
畏
・
発
哀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
殖
を
ふ
く
め
た
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
、
重
要
な
役
目

を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
「
泣
く
」
と
い
う
行
為
を
表
現
し
た
人
物
埴
輪
は
皆
無
で
あ
る
。
泣
い
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
笑
っ
て
い
た

り
ほ
ほ
笑
ん
で
い
た
り
す
る
像
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
人
物
埴
輪
群
像
が
、
殖
や
葬
儀
の
姿
で
あ
る
と
す
る
と
、
性
器
露
出
人
物
像
、
猪
・
犬
・
猿
等
の
動
物
埴
輪
像
、
狩
猟
場
面
を
表
現

し
た
と
思
わ
れ
る
埴
輪
像
な
ど
を
立
て
た
説
明
も
つ
か
な
い
。

　
（
3
）
埴
輪
芸
能
論
説
　
こ
の
説
は
、
埴
輪
に
は
そ
れ
ぞ
れ
職
業
集
団
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
そ
の
職
掌
を
あ
げ
て
祭
式
に
臨
む

二



状
態
を
描
出
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
軍
事
集
団
は
守
る
兵
杖
と
し
て
、
文
人
集
団
は
容
儀
を
整
え
、
職
業
集
団
は
そ
の
職
掌
に
基

づ
く
芸
能
を
奏
上
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
埴
輪
祭
式
は
、
首
長
権
の
継
承
儀
式
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
麗
。
こ
の
主
張
は
、
多
様
な
人
物

像
の
説
明
と
し
て
は
妥
当
性
も
あ
る
が
、
ど
う
み
て
も
首
長
の
墓
と
は
思
え
な
い
小
さ
な
古
墳
に
も
形
象
埴
輪
は
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
問
題
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

（
4
）
葬
送
行
列
表
現
説
　
戦
前
か
ら
の
説
で
あ
る
。
六
世
紀
後
半
の
造
営
と
さ
れ
る
千
葉
県
山
武
郡
横
芝
町
の
姫
塚
古
墳
出
土
の
埴
輪
は
、

男
子
像
．
馬
四
頭
と
馬
子
像
四
体
．
武
人
像
二
体
・
琴
弾
き
を
含
む
男
子
像
一
四
体
・
女
子
像
七
体
・
鍬
を
持
つ
男
子
像
等
一
〇
体
が
】
列

に
並
び
、
列
外
に
ひ
ざ
ま
つ
く
男
子
像
と
い
う
配
列
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
す
る
と
葬
送
列
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の

古
墳
の
埴
輪
配
列
の
中
に
は
、
座
し
て
酒
宴
を
催
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
た
り
、
狩
猟
場
面
を
表
現
し
た
埴
輪
や
性

器
露
出
埴
輪
等
が
あ
り
、
葬
送
行
列
と
は
結
び
付
か
な
い
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。

（
5
）
生
前
の
功
業
記
念
説
　
被
葬
者
の
華
麗
な
生
前
の
業
績
を
表
現
し
た
も
の
と
す
る
議
で
あ
る
が
、
多
種
多
彩
な
埴
輪
像
の
説
明
と
し

て
は
的
を
得
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
こ
の
説
で
も
、
性
器
露
出
埴
輪
等
特
殊
埴
輪
樹
立
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
説
明
が
つ
か
な
い
。

（
6
）
神
事
に
伴
う
饗
宴
表
現
説
　
最
近
主
張
さ
れ
た
説
で
あ
り
、
保
渡
田
入
幡
塚
古
墳
や
塚
廻
り
四
号
墳
・
観
音
山
古
墳
等
の
埴
輪
群
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
　

は
、
正
月
や
新
嘗
祭
の
祝
宴
を
表
現
し
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
群
馬
県
出
土
の
こ
れ
ら
の
埴
輪
群
像
は
、
酒
宴
表
現
と
の
解

釈
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
な
ぜ
墳
墓
の
廻
り
で
元
正
や
新
嘗
祭
の
酒
宴
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
不
明
で
あ
る
し
、
ま
た
・

農
夫
像
や
子
守
像
・
性
器
露
出
埴
輪
像
等
樹
立
の
説
明
も
つ
か
な
い
。

（
7
）
死
後
の
世
界
表
現
説
高
鉤
讐
墳
の
壁
画
や
中
国
の
明
器
と
の
関
わ
り
で
考
察
し
、
巫
女
・
蜆
像
と
さ
れ
る
正
装
の
男
女
像
は
神

仙
の
世
界
の
も
の
と
す
る
説
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
埴
輪
樹
立
の
意
味
を
解
明
し
よ
う
と
種
々
の
論
理
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
問
題
を
含
ん
で
い
る
説
が
多
い
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
古
代
の
人
々
の
埴
輪
に
託
し
た
意
味
を
探
る
に
は
、
埴
輪
に
の
み
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
古
代
人
が
墳
墓
に
求
め
た
も

の
か
ら
追
求
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
墓
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
人
々
の
他
界
観
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
墳
も
ま
た
、
三
世
紀
末
ー
七
世
紀
の
人
々
の
他
界
観
の
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
人
物
埴
輪
樹
立

の
意
味
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

三



二
、
人
物
埴
輪
樹
立
の
実
態

　
ま
ず
、
考
古
学
上
の
成
果
を
も
と
に
、
古
墳
に
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
様
子
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

　
形
象
埴
輪
の
初
現
と
考
え
ら
れ
る
四
世
紀
後
半
の
奈
良
県
左
紀
陵
山
古
墳
（
伝
日
葉
酸
媛
命
陵
）
で
は
、
後
円
部
の
頂
上
を
円
筒
埴
輪
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
囲
み
、
そ
の
中
に
大
型
の
盾
と
蓋
と
家
形
埴
輪
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
同
時
期
の
奈
良
県
・
三
重
県
・
京
都
府
・
大
阪
府
等
の
古
墳
か
ら

も
、
家
形
埴
輪
や
盾
・
蓋
等
の
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
四
世
紀
後
半
築
造
と
考
え
ら
れ
る
京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
平
尾
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

山
古
墳
の
後
円
部
か
ら
は
鶏
（
鳳
風
？
）
形
埴
輪
が
出
土
し
た
。

　
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
家
・
盾
・
蓋
に
加
え
て
椅
子
・
船
・
高
杯
・
甲
胃
・
大
刀
・
靱
・
靹
・
窮
等
の
埴
輪

庵寺山古墳　望月幹夫「器財はにわ」より図1

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
地
域
も
畿
内
だ
け
で
な
く
、
岡
山
県
・
福
岡
県
・
宮
崎
県
・
群
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
に
ま
で
拡
大
す
る
。
図
1
は
、
こ
の
時
期
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
、
京
都
府
庵
寺
山
古
墳
の
後
円
部

墳
頂
の
埴
輪
樹
立
の
想
定
復
元
図
で
あ
る
。
円
筒
埴
輪
列
で
囲
ま
れ
た
区
域
の
中
央
部
に
、
家
形
埴
輪

が
配
置
さ
れ
、
前
面
両
脇
に
蓋
形
埴
輪
が
、
そ
し
て
入
り
口
両
脇
に
盾
形
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
図
2
は
、
五
世
紀
前
半
の
頃
と
想
定
さ
れ
る
群
馬
県
赤
堀
茶
臼
山
古
墳
（
全
長
五
九
メ
ー
ト
ル
の

帆
立
貝
式
古
墳
）
で
あ
る
が
、
そ
の
円
頂
部
中
央
に
家
形
埴
輪
が
配
置
さ
れ
、
前
面
中
央
部
に
高
杯
が
、

そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
前
面
に
二
脚
の
椅
子
形
埴
輪
が
置
か
れ
、
家
形
埴
輪
の
左
右
に
は
蓋
か
窮
の
埴
輪

が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
帆
立
貝
式
の
く
び
れ
部
分
に
鶏
（
鳳
鳳
？
）
形
埴
輪
が
二
つ
置
か
れ

て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
初
期
段
階
で
立
て
ら
れ
て
い
た
形
象
埴
輪
は
、
鳥
・
家
等
と
各
種
器
財
埴
輪
で
あ
る

が
、
こ
の
他
に
古
墳
に
立
て
ら
れ
た
も
の
と
し
て
種
々
の
木
製
品
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
鳥
形
・
蓋
形
・

盾
形
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
木
製
品
は
円
筒
埴
輪
列
の
中
に
立
て
ら
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
円
筒
埴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ソ

輪
列
の
外
側
に
立
て
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
明
確
な
形
で
の
人
物
埴
輪
の
初
現
は
、
大
阪
府
藤
井
寺
市
の
蕃
上
山
古
墳
に
立
て
ら
れ
た
裡
を
掛
け

四
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配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
後
に
は
短
甲
を
つ
け
た
武
人
群
さ
ら
に
は
文
人
群
が
並
ぶ
。

馬
・
鷹
飼
・
猪
飼
が
並
び
、
左
右
に
は
そ
れ
ぞ
れ
飾
馬
・
裸
馬
と
馬
飼
達
、

然
と
し
た
埴
輪
列
か
ら
、
水
野
正
好
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
　

余
地
も
あ
る
よ
う
で
あ
鳥
図
4
は
、
六
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
群
馬
県
太
田
市
の
塚
廻
り
四
号
墳
の
埴
輪
配
列
図
で
あ
る
。

た
男
女
像
・
弓
を
持
つ
武
人
埴
輪
像
等
六
体
の
人
物
像
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
こ
の
古
墳

　
か
ら
は
家
・
蓋
・
盾
・
甲
胃
形
埴
輪
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
古
墳
は
、
応
神
天
皇
陵
の
西

側
に
築
造
さ
れ
た
全
長
五
三
メ
ー
ト
ル
の
帆
立
貝
式
古
墳
で
あ
る
。
五
世
紀
半
ば
～
後
半
頃

　
の
築
造
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
埴
輪
の
樹
立
場
所
に
つ
い

　
て
は
確
証
は
な
い
。
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
福
島
県
安
達
郡
本
宮
町
の
天
王
壇
古
墳
か

　
ら
も
、
家
・
盾
・
蓋
・
甲
冑
形
埴
輪
と
と
も
に
、
女
性
像
と
鶏
（
鳳
鳳
？
）
・
馬
・
犬
・
猪

　
等
の
動
物
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
径
三
入
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
の
造
り
出
し
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
に
配
列
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
畿
内
・
九
州
・
関
東
、
あ
る
い
は
畿
内
・
東
北
と
い
う
地
理
的
に
離
れ
た

　
地
域
に
、
同
時
期
に
同
種
の
埴
輪
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
こ
の
時
期
の
日
本
列

　
島
で
は
、
単
な
る
文
化
交
流
だ
け
で
な
く
、
埴
輪
製
作
技
術
者
の
移
動
が
行
わ
れ
て
い
た
可

　
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
　
多
数
の
形
象
埴
輪
の
群
像
配
列
の
復
元
が
種
々
試
み
ら
れ
て
お
り
、
図
3
は
、
群
馬
県
保

　
渡
田
入
幡
塚
古
墳
の
人
物
・
動
物
埴
輪
配
列
の
復
元
図
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
五
世
紀
末
の

　
築
造
と
考
え
ら
れ
る
全
長
一
〇
ニ
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
埴
輪
群
像
は
、
こ
の

　
古
墳
を
囲
む
堤
上
の
、
円
筒
埴
輪
列
で
囲
ま
れ
た
区
画
の
中
に
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

　
る
。
中
央
部
分
の
第
入
区
に
は
、
椅
子
に
座
っ
た
男
子
像
二
体
と
、
こ
れ
と
相
対
し
た
形
で

　
や
は
り
椅
子
に
座
っ
た
女
子
像
二
体
、
そ
の
脇
に
は
杓
の
入
っ
た
壷
と
女
子
半
身
像
が
一
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
そ
の
前
の
中
央
部
に
は
女
子
半
身
像
・
裸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶏
・
水
鳥
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
整

埴
輪
芸
能
論
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
埴
輪
の
数
と
復
元
位
置
に
対
し
て
は
疑
問
の

五



こ
の
古
墳
は
全
長
二
二
、
五
メ
ー
ト
ル
の
帆
立
貝
式
古
墳
で
あ
り
、
墓
墳
の
あ
る
円
形
墳
頂
部
の
円
筒
埴
輪
で
囲
ま
れ
た
中
に
家
形
埴
輪
と

盾
形
埴
輪
が
配
置
さ
れ
、
円
筒
埴
輪
列
の
外
に
大
刀
形
埴
輪
さ
ら
に
は
盾
形
埴
輪
が
置
か
れ
て
い
る
。
人
物
埴
輪
等
は
、
墳
の
く
び
れ
部
分

か
ら
先
の
方
形
部
分
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
最
前
列
に
大
刀
を
侃
し
た
女
子
像
、
そ
の
後
に
杯
等
を
持
っ
た
三
体
の
女
子
像
、
さ
ら
に
そ
の

後
に
椅
子
に
座
っ
た
男
子
像
と
そ
れ
に
向
か
っ
て
ひ
ざ
ま
つ
い
た
男
子
像
、
そ
の
後
あ
る
い
は
横
に
男
子
像
二
体
と
飾
り
馬
二
頭
と
い
う
構

成
で
あ
る
。
図
5
は
、
埴
輪
の
終
末
期
と
考
え
ら
れ
る
六
世
紀
後
半
の
群
馬
県
高
崎
市
綿
貫
観
音
山
古
墳
出
土
の
埴
輪
配
列
図
で
あ
る
。
こ

の
古
墳
は
全
長
九
四
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
人
物
埴
輪
は
、
後
円
部
の
横
穴
石
室
入
り
口
付
近
の
中
段
テ
ラ
ス
部
分
に
一
列
に

配
置
さ
れ
て
い
た
。
石
室
入
り
口
の
左
右
に
は
盾
形
埴
輪
が
立
て
ら
れ
、
円
墳
墳
頂
部
に
は
家
と
鶏
（
鳳
鳳
？
）
形
埴
輪
が
、
ま
た
前
方
部

墳
頂
部
に
も
家
形
埴
輪
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
方
部
テ
ラ
ス
部
分
に
は
多
数
の
馬
と
と
も
に
馬
子
・
鷹
飼
も
配
置
さ
れ
て
い
た
。
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冒
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保渡田入幡塚古墳　水野正好「埴輪芸能論」より図3

人
物
埴
輪
は
、
入
り
口
か
ら
順
に
、
靱
を
負
っ
た

男
子
像
数
体
、
胡
座
し
た
貴
人
男
子
像
と
そ
れ
と

向
か
い
合
っ
た
貴
人
女
子
像
、
そ
の
後
に
袋
を
持
っ

た
女
子
像
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
脇
に
三
体
の
女
子

像
、
複
数
の
正
装
男
子
・
武
人
・
農
夫
像
と
盾
持

人
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

三
、
墳
墓
の
世
界
と
人
物
埴
輪

　
古
墳
時
代
の
人
々
の
他
界
観
を
知
る
資
料
の
一

つ
と
し
て
、
副
葬
品
が
あ
る
。
古
墳
時
代
全
般
を

通
じ
て
の
副
葬
品
に
、
鏡
や
玉
製
・
金
属
製
・
石

製
の
各
種
装
身
具
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
弥
生
時
代
以
来
の
呪
術
的
宝
飾
的
目
的
を
持
っ

て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
墳
に
は
こ
れ

ノ、
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図5

ら
以
外
に
、
冠
・
帯
・
靴
・
大
刀
等
被
葬
者
の
侃
用
品
と
思
わ
れ
る
も
の
、
ま
た
、
大
量
の
鉄
鑓
や
武
器
・
甲
冑
類
、
そ
し
て
工
具
・
農
具

類
、
さ
ら
に
は
馬
具
類
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
阪
府
羽
曳
野
市
の
応
神
天
皇
陵
西
側
の
陪
塚
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ア
リ
山
古
墳
か
ら
は
、
刀
剣
・
矛
・
槍
・
鍛
・
刀
子
・
斧
・
鎌
・
鍬
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

墾
・
錐
・
鋸
等
の
鉄
製
品
が
三
〇
〇
点
近
く
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
隣
接
し
た
藤
井
寺
市
の
墓
山
古
墳
の
陪
塚
と
さ
れ
て
い
る

野
中
古
墳
は
、
一
辺
三
〇
メ
！
ト
ル
余
の
方
墳
で
あ
る
が
、
こ
の
古
墳
に
は
木
箱
状
の
も
の
に
納
め
た
形
で
、
一
〇
数
点
の
甲
冑
類
及
び
斧
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍬
・
鋤
・
鎌
・
刀
子
・
鍛
等
の
鉄
製
武
器
や
農
具
と
と
も
に
鉄
鍵
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
奈
良
県
東
大
寺
山
古
墳
か
ら
は
、
大
量
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

鉄
製
斧
・
鎌
・
刀
子
と
と
も
に
滑
石
製
の
斧
・
鎌
、
そ
し
て
大
形
鉄
鎚
二
八
二
枚
・
小
形
鉄
鐙
五
九
〇
枚
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
他
の
大

阪
府
や
奈
良
県
の
古
墳
か
ら
も
大
量
の
甲
冑
や
武
器
・
工
旦
ハ
類
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
被
葬
者
の
着
用
と
は
考
え
難
い
大
量
の
甲

胃
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
北
野
氏
は
、
こ
れ
ら
の
甲
冑
は
本
来
は
多
数
の
第
三
者
の
許
に
個
々
に
所
有
さ
れ
て
い
た
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

供
献
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
鉄
鎚
は
、
朝
鮮
半
島
の
伽
耶
・
新
羅
の
古
墳
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
本
来
は
鉄
製
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

の
素
材
で
あ
る
が
、
交
換
価
値
を
持
つ
貨
幣
と
し
て
の
性
格
も
持
っ
て
い
た
可
能
性
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

七



　
こ
れ
ら
の
大
量
の
武
具
や
農
工
具
類
、
そ
し
て
鉄
鎚
の
副
葬
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
被
葬
者
の
権
力
の
誇
示
と
も
と
れ

な
く
は
な
い
が
、
地
下
の
世
界
に
共
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
被
葬
者
の
死
後
の
世
界
と
関
わ
り
を
持
つ

品
々
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
こ
れ
ら
は
、
被
葬
者
が
来
世
で
暮
ら
す
の
に
必
要
と
考
え
ら
れ
た
品
物
で
あ
ろ
う
。

来
世
で
現
世
と
同
様
の
権
力
を
持
ち
続
け
る
と
し
た
ら
、
来
世
で
も
多
く
の
武
人
や
工
人
・
農
民
達
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
当
然
こ
れ
ら

の
品
々
は
必
需
品
と
な
る
。
北
野
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
甲
冑
類
が
個
々
の
所
有
者
か
ら
供
献
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

武
器
や
工
具
・
農
具
類
も
そ
の
可
能
性
が
強
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
具
や
工
具
の
所
有
者
が
殉
死
的
意
味
を
持
っ
て
、
自
ら
の
霊
の
こ
も
っ
た

品
々
を
供
献
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
副
葬
さ
れ
て
い
る
金
銅
製
の
冠
や
靴
・
帯
等
の
品
々
も
、
現
世
で
着
用
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
埋
葬
用
に
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
靴
は
藤
の
木
古
墳
の
例
を
み
て
も
、
四
〇
セ
ン
チ
前
後
と
大
形
で
あ
り
、
福
岡
大
将
陣
の
も
の
に
な
る
と
五
〇
セ

ン
チ
前
後
も
の
大
き
さ
で
あ
る
。
裏
に
は
歩
揺
が
つ
い
た
も
の
も
あ
り
、
ど
う
考
え
て
も
実
用
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
金
銅
製
の
冠
も

現
世
で
も
儀
礼
時
等
に
着
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
我
が
国
の
位
階
制
に
お
け
る
冠
や
高
句
麗
の
古
墳
壁
画
に

み
ら
れ
る
王
侯
貴
族
の
冠
も
、
ま
た
中
国
の
文
献
に
記
さ
れ
た
朝
鮮
・
日
本
の
権
力
者
達
の
冠
も
、
い
ず
れ
も
布
吊
製
の
も
の
で
あ
っ
て
、

金
属
製
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
帯
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
金
属
製
の
冠
や
帯
等
の
副
葬
品
は
、
い
ず
れ
も
埋
葬
用
に
造

ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
金
属
製
の
冠
や
帯
・
靴
は
来
世
に
お
け
る
権
力
の
表
示
具
と
し
て
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
古
墳
に
お
け
る
副
葬
品
は
来
世
に
お
け
る
生
活
を
想
定
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
人
々
が
墳
墓
に
求
め
た

も
の
を
具
体
的
に
窺
う
適
切
な
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
我
が
国
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
我
が
国
の
古
墳
文
化
の
淵
源
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
朝
鮮
半
島
の
資
料
か
ら
、
朝
鮮
の
人
々
の
墳
墓
観
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
高
句
麗
に
は
多
く
の
壁
画
古
墳
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
被
葬
者
及
び
年
代
の
明
確
な
も
の
に
徳
興
里
古
墳
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
五

世
紀
初
頭
に
死
去
し
た
当
時
の
大
臣
ク
ラ
ス
の
人
物
の
墳
墓
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
の
壁
画
に
は
、
被
葬
者
と
思
わ
れ
る
像
が
大
き
く
描
か
れ
、

そ
の
後
に
奉
仕
す
る
人
物
、
そ
し
て
多
数
の
官
吏
達
、
ま
た
、
こ
の
被
葬
者
と
思
わ
れ
る
人
物
が
中
央
部
分
で
馬
車
に
乗
っ
た
形
で
の
壮
麗

な
行
列
図
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
に
は
、
捧
げ
物
を
持
つ
女
性
や
馬
・
厩
・
牛
舎
、
蓋
を
さ
し
か
け
ら
れ
て
牛
車
に
乗
ろ
う
と
し
て
い

八



る
被
葬
者
と
思
わ
れ
る
人
物
と
婦
人
な
ど
、
生
活
の
種
々
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
室
の
天
井
に
は
、
狩
猟
図
が
描
か
れ
、

そ
れ
と
と
も
に
飛
天
・
天
馬
・
牽
牛
・
織
女
・
鳳
風
等
が
み
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
飛
天
や
飛
鳥
に
乗
る
神
等
の
図
柄
は
、
四
世
紀
末
～

五
世
紀
初
頭
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
長
川
一
号
墳
、
舞
踊
塚
古
墳
、
五
世
紀
初
頭
と
さ
れ
る
三
室
塚
古
墳
、
五
世
紀
末
の
讐
櫨
塚
古
墳
等
に

　
　
　
　
　
の
　

も
み
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
図
像
は
、
恐
ら
く
中
国
の
影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
室
の
天
井
等
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
前
室
よ
り
奥
の
世
界
は
、
天
界
（
来
世
）
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
室
や
玄
室
に
描
か
れ
て
い

る
様
々
の
壁
画
は
、
全
て
来
世
に
お
け
る
被
葬
者
の
生
活
の
種
々
相
を
、
想
像
し
得
る
形
で
描
き
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
句
麗
古
墳
に
描
か
れ
た
壁
画
は
、
被
葬
者
の
来
世
の
姿
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
我
が
国
に
近

い
新
羅
・
百
済
・
伽
耶
等
の
古
墳
に
は
こ
の
よ
う
な
壁
画
が
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
南
朝
鮮
の
古
墳
出
土
の
副
葬
品
も
、
我
が
国
の
古
墳
の

副
葬
品
と
類
似
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
我
が
国
の
副
葬
品
と
同
様
に
、
来
世
で
の
使
用
の
為
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
当
時
の
日
本
及
び
朝
鮮
の
人
々
の
墳
墓
に
求
め
た
も
の
は
、
中
国
の
人
々
の
求
め
た
も
の
と
同
様
に
、

死
後
の
世
界
に
お
け
る
幸
せ
な
生
活
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

九

　
我
が
国
に
お
け
る
形
象
埴
輪
の
初
現
は
、
四
世
紀
後
半
の
前
方
後
円
墳
の
、
玄
室
の
あ
る
円
頂
部
に
立
て
ら
れ
た
家
形
埴
輪
や
盾
．
蓋
形

埴
輪
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
既
に
多
く
の
方
々
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
形
埴
輪
は
被
葬
者
の
霊
の
宿
る
場
所
で
あ
り
、
蓋
は
権

威
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
盾
は
悪
霊
等
か
ら
守
護
す
る
も
の
と
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
人
物
埴
輪
等
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
初
期
の
人
物
埴
輪
は
、
蕃
上
山
古
墳
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
被
を
掛
け
た
男

女
像
を
含
む
数
体
の
男
女
像
と
甲
胃
形
埴
輪
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
様
々
の
埴
輪
群
像
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
高
句

麗
古
墳
壁
画
で
描
出
さ
れ
た
世
界
を
、
埴
輪
で
表
現
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
来
世
の
生
活
描
写
は
多

方
面
に
亙
っ
て
い
る
。
四
世
紀
半
ば
の
大
同
江
南
に
位
置
す
る
丘
陵
上
に
作
ら
れ
た
安
岳
三
号
墳
は
、
雄
大
豪
華
な
古
墳
で
あ
り
、
被
葬
者

は
王
族
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
壁
画
図
像
は
、
座
る
主
人
像
と
、
側
に
ひ
ざ
ま
つ
く
家
臣
達
、
座
る
婦
人
像
と
侍
女
達
、
多
数
の
侍
従
．

武
官
達
、
斧
・
鍼
を
も
っ
た
人
物
、
儀
侯
丘
ハ
や
旗
手
達
、
厨
房
・
倉
庫
・
車
庫
・
厩
・
牛
舎
等
の
生
活
空
間
図
と
そ
こ
で
働
く
人
々
、
そ
し

て
仮
面
の
技
芸
者
、
ふ
ん
ど
し
姿
の
相
撲
取
り
、
角
笛
を
吹
く
人
物
等
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
壁
面
に
は
壮
麗
な
大
行
列
図
が
描
か
れ
て
い



る
。
三
列
の
騎
馬
人
物
像
と
徒
歩
の
旗
持
列
を
先
頭
に
、
中
央
列
に
は
、
恐
ら
く
被
葬
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
立
派
な
飾
り
馬
と
そ
れ
を
ひ

く
人
物
、
そ
の
後
ろ
に
は
楽
隊
、
そ
し
て
重
臣
と
思
わ
れ
る
馬
上
の
人
物
が
続
き
、
そ
の
後
ろ
に
、
幌
つ
き
の
牛
車
に
乗
っ
た
主
人
（
そ
の

服
装
等
全
て
座
る
主
人
像
と
同
じ
）
、
さ
ら
に
そ
の
後
を
槍
や
蓋
・
旗
等
を
持
っ
た
馬
上
人
物
で
か
た
め
、
こ
れ
ら
の
両
脇
の
列
に
は
、
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

歩
の
盾
持
人
と
斧
・
鍼
を
持
つ
人
々
の
列
、
甲
冑
姿
の
馬
上
武
人
が
続
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
高
句
麗
古
墳
に
描
か
れ
た
来
世
図
と
、
我
が
国
の
埴
輪
群
像
と
は
、
か
な
り
の
部
分
で
重
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
群
馬
県
の

保
渡
田
八
幡
塚
古
墳
（
3
図
）
は
、
二
重
の
濠
を
廻
ら
せ
た
関
東
で
は
大
形
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
恐
ら
く
首
長
層
の
墓
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
配
列
さ
れ
た
酒
宴
場
面
を
中
心
と
し
た
埴
輪
群
像
は
、
被
葬
者
の
来
世
で
の
生
活
の
｝
部
の
表
現
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
現
世
で
の
権
力
相
応
の
姿
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
群
馬
県
佐
波
郡
境
町
の
剛
志
天
神
山
古
墳
（
六
世
紀
前
半
～
中
頃
）
も
全
長
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
こ
の
前
方
部
前
面
の
円
筒
埴
輪
列
で
区
画
分
け
さ
れ
た
中
に
、
・
王
人
と
思
わ
れ
る
男
性
像
と

手
被
を
か
け
た
女
性
像
・
杯
を
さ
さ
げ
る
女
性
像
を
中
心
に
、
左
に
は
琴
弾
き
・
太
鼓
打
ち
・
鼓
打
ち
等
の
楽
人
像
と
弓
持
人
、
右
に
は
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

数
の
馬
と
馬
飼
、
こ
れ
ら
の
後
方
に
女
性
像
・
鳥
・
両
方
か
ら
犬
に
挟
ま
れ
た
猪
と
い
う
形
で
埴
輪
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
被
葬

者
の
来
世
で
の
生
活
の
一
場
面
で
あ
ろ
う
。
図
4
の
塚
廻
り
四
号
墳
も
椅
子
に
座
っ
た
被
葬
者
と
思
わ
れ
る
人
物
像
と
、
彼
に
向
か
っ
て
ひ

ざ
ま
つ
く
男
子
像
を
中
心
に
、
杯
を
捧
げ
る
女
性
像
や
踊
る
し
ぐ
さ
の
女
性
像
と
飾
り
馬
、
馬
飼
が
配
さ
れ
、
最
前
列
の
大
刀
を
侃
び
た
女

性
像
が
、
こ
れ
ら
を
守
護
す
べ
く
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
は
全
長
二
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
小
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
来
世
の
描

き
方
も
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
世
紀
後
半
の
高
崎
の
綿
貫
観
音
山
古
墳
で
は
、
貴
人
男
女
像
が
向
か
い
合
っ
た
形
で

表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
被
葬
者
と
思
わ
れ
る
男
性
像
は
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
合
掌
し
た
姿
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る

ひ
ざ
ま
つ
い
た
貴
人
女
性
像
と
三
人
の
女
性
像
、
そ
し
て
そ
の
後
に
控
え
る
女
性
像
は
、
こ
の
合
掌
し
た
被
葬
者
と
思
わ
れ
る
男
性
に
奉
仕

し
て
い
る
姿
で
あ
ろ
う
。
こ
の
古
墳
か
ら
は
、
仏
教
文
化
の
影
響
を
窺
う
こ
と
の
出
来
る
銅
製
の
水
瓶
や
銅
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
男

性
の
姿
を
合
掌
姿
と
し
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
他
鍬
を
か
つ
ぐ
人
物
像
や
子
守
像
も
来
世
で
の
生
活
を
支
え
る
人
々
で
あ
り
、
狩
猟
・
踊
る
人
物
・
楽
人
達
・
相
撲
取
り
・
性
器
露

出
像
等
は
い
ず
れ
も
来
世
で
の
楽
し
み
の
姿
で
あ
ろ
う
。
人
物
埴
輪
と
と
も
に
置
か
れ
た
家
形
埴
輪
は
、
森
田
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う

煙
、
屋
敷
や
楼
閣
で
あ
り
、
来
世
で
の
住
居
と
思
わ
れ
る
。

一
〇



　
古
墳
の
被
葬
者
の
現
世
で
の
権
力
や
趣
味
等
に
よ
り
、
配
置
さ
れ
る
埴
輪
像
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
形
象
埴
輪
は
、

高
句
麗
壁
画
の
世
界
を
埴
輪
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
来
世
で
の
幸
福
な
姿
の
表
現
と
思
わ
れ
る
。
笑
う
人
物
像
の
埴
輪
や
、

鍬
を
か
つ
ぐ
農
夫
と
思
わ
れ
る
人
物
像
の
笑
顔
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
く
れ
る
。

　
ま
た
同
様
の
こ
と
は
、
埴
輪
人
物
像
の
服
装
か
ら
も
窺
え
る
。
ま
ず
冠
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
冠
は
布
吊
製
の
可

能
性
が
大
き
く
、
明
ら
か
に
金
属
製
と
思
わ
れ
る
冠
は
埋
葬
用
即
ち
、
来
世
用
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
埴
輪
の
中
で
明
ら
か
に

金
属
製
の
冠
を
か
ぶ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
は
被
葬
者
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
く
、
現
世
の
姿
で
は
な
い
。
ま
た
、
男
女
像
と
も
手
樽
を
嶺

け
た
像
が
あ
る
が
、
女
性
像
に
は
鏡
を
身
に
つ
け
た
り
、
肩
か
ら
斜
め
に
布
を
掛
け
た
り
し
た
姿
の
も
の
も
多
く
、
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
は

巫
女
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
し
て
こ
れ
ら
の
女
性
像
は
巫
女
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
一
年
（
六
八
二
）

三
月
条
に
、

　
　
膳
夫
采
女
等
之
手
繹
肩
巾
、
肩
巾
、
此
云
比
例
。
並
莫
レ
服
。

の
如
く
、
膳
夫
采
女
の
手
被
を
禁
止
し
て
お
り
、
こ
の
頃
ま
で
手
被
は
、
膳
夫
や
采
女
が
掛
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
大
殿
祭
の
祝
詞
に
も
、

　
　
皇
御
孫
命
、
朝
乃
御
膳
、
夕
乃
御
膳
供
奉
流
、
比
禮
懸
伴
緒
、
被
懸
伴
緒
乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
皇
御
孫
命
の
朝
の
御
膳
・
夕
べ
の
御
膳
に
供
へ
ま
つ
る
領
巾
懸
く
る
伴
の
緒
、
襟
懸
く
る
伴
の
緒
を
）
　
　
　
（
『
祝
詞
』
）

の
如
く
あ
り
、
御
膳
を
奉
仕
す
る
人
々
が
手
被
を
掛
け
て
い
る
。
天
武
天
皇
の
手
被
禁
止
令
は
、
唐
風
化
を
め
ざ
し
て
の
旧
制
度
廃
止
の
一

環
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
祝
詞
も
伝
統
的
な
も
の
を
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
膳
夫
．
采
女
等
が
手

被
を
掛
け
て
奉
仕
す
る
の
は
、
恐
ら
く
古
来
か
ら
の
風
習
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
手
櫨
を
か
け
る
目
的
で
あ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
条
に
、
氏
姓
が
乱
れ
て
い
た
の
で
盟
神
探
湯
を
さ
せ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、

　
　
於
是
、
諸
人
各
著
二
木
綿
手
被
」
而
赴
レ
釜
探
湯
。
（
四
年
九
月
条
）

の
如
く
、
神
意
を
伺
う
行
為
で
あ
る
盟
神
探
湯
は
、
木
綿
手
櫨
を
掛
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祈
念
祭
の
祝
詞
で
も
、

　
　
僻
別
、
忌
部
能
弱
肩
爾
、
太
多
須
支
取
桂
旦
、
持
由
麻
波
利
仕
奉
禮
留
幣
吊
乎

　
　
　
（
こ
と
別
き
て
、
忌
部
の
弱
肩
に
、
太
手
被
取
り
掛
け
て
、
持
ち
斎
は
り
仕
へ
ま
つ
れ
る
幣
吊
を
）
　
　
　
　
　
　
（
『
祝
詞
』
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

と
、
忌
部
が
幣
吊
を
清
め
る
に
当
た
っ
て
手
被
を
掛
け
て
お
り
、
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
も
、

　
　
大
船
之
　
思
鳩
而
　
…
　
木
綿
手
次
　
肩
荷
取
懸
　
忌
戸
乎
齋
穿
居
　
玄
黄
之
　
神
祇
二
衣
吾
祈
　
甚
毛
爲
便
無
見
（
三
二
八
八
）

　
　
（
大
船
の
　
思
ひ
た
の
み
て
　
…
　
木
綿
手
槌
肩
に
取
り
懸
け
　
斎
公
瓦
を
　
斎
ひ
掘
り
据
え
　
天
地
の
　
神
祇
に
そ
わ
が
祈
む
　
甚
の

　
　
為
方
無
み
）

の
よ
う
に
、
神
に
祈
る
時
に
手
襟
を
掛
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
手
被
は
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
神
聖
な
身
体
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

そ
の
材
料
が
木
綿
で
あ
れ
ば
よ
り
そ
の
効
果
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
埴
輪
に
み
ら
れ
る
手
襟
を
掛
け
た
姿
を
、
巫
人
と
の
み
解
釈
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
来
世
で

神
聖
な
身
と
な
っ
た
被
葬
者
に
、
食
事
等
を
奉
仕
す
る
人
々
の
姿
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鏡
を
掛
け
て
い
る
の
も
、
そ
の
意
味
で
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
人
物
が
巫
人
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
必
ず
頭
部
に
髪
を
装
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
古
事
記
』
上
巻
に
み

ら
れ
る
天
宇
受
売
命
も
、

　
　
天
宇
受
費
命
、
手
コ
次
繋
天
香
山
之
日
影
一
而
、
爲
レ
鰻
二
天
之
眞
折
［
而
、
．
　
　
　
　
　
　
（
天
照
大
神
と
須
佐
之
男
命
条
）

の
如
く
、
手
襟
と
と
も
に
量
を
掛
け
て
神
懸
か
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
日
ま
で
、
沖
縄
等
の
巫
女
に
も
伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、
神
懸
か
り

の
象
徴
と
な
る
頭
部
に
、
巫
人
が
特
別
に
何
も
装
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。

㌦
攣
麟
軌
騰
儲
禰
綜
C
哨
肋
繭
蝶
騒
鰻
齢
翫
睡
露
瞥
熱
艘
麹
怨

時
代
が
下
が
る
が
、
『
延
喜
式
』
巻
四
伊
勢
太
神
宮
の
太
神
宮
装
束
条
に
、
襲
の
用
尺
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
吊
意
須
比
八
條
、
長
二
丈
五
尺
、
廣
二
幅
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
襲
は
長
さ
が
二
丈
五
尺
（
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
）
・
幅
が
二
幅
（
約
一
・
三
ニ
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
長
大
な
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
の
神
事
の
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
誇
張
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
無
い
が
、
埴
輪
女
子
像
に
見

ら
れ
る
も
の
と
あ
ま
り
に
も
差
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
丈
を
半
分
に
し
て
装
っ
て
も
相
当
の
長
さ
と
な
り
、
埴
輪
の
姿
と
は

遠
い
も
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
埴
輪
女
子
像
の
布
状
の
も
の
が
、
ど
の
よ
う
な
装
い
な
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
こ
の
装
い
を
巫
女
の
象
徴
と
す
る
根
拠
も
な
い
。

「
二



　
ま
た
、
貴
人
男
子
像
の
多
く
は
、
手
甲
と
足
結
を
し
て
い
る
。
足
結
は
、
日
常
的
に
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
戦
い
や
旅
に
出
る
時
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
次
の
記
述
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
大
臣
出
コ
立
於
庭
一
索
脚
帯
、
時
大
臣
妻
、
持
コ
来
脚
帯
一
愴
笑
傷
懐
而
歌
日
、

　
　
飲
禰
能
古
簸
　
多
倍
能
波
伽
摩
鳴
　
那
々
陸
鳴
緬
　
　
禰
播
禰
陀
々
始
諦
　
阿
遙
此
那
陀
須
暮

　
　
（
臣
の
子
は
　
拷
の
袴
を
　
七
重
を
し
　
庭
に
立
し
て
　
脚
帯
撫
だ
す
も
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雄
略
天
皇
即
位
前
紀
）

安
康
天
皇
を
殺
し
た
王
を
か
く
ま
っ
た
為
に
、
大
臣
宅
が
雄
略
天
皇
の
兵
に
囲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
臣
は
妻
に
足
結
を
持
っ
て

こ
さ
せ
、
袴
を
畳
ん
で
足
結
し
武
装
を
整
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歩
行
に
便
利
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
支
度
を
整
え
る
と
い
う
意
味
で
足
結
を
す
る
の
で
あ
る
。
手
甲
に
つ
い
て
は
、
そ

の
用
途
に
関
す
る
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
世
の
使
用
方
法
か
ら
す
る
と
や
は
り
旅
や
戦
さ
等
の
身
支
度
と
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
手
甲
と
足
結
の
姿
は
、
非
日
常
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
や
は
り
来
世
へ
の
旅
立
ち
の
姿
で
は
な
か
ろ
う
か
。

即
ち
、
被
葬
者
や
侍
臣
達
は
、
現
世
か
ら
旅
立
っ
て
行
く
の
で
あ
り
、
彼
等
の
装
い
は
そ
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方

で
ま
た
、
埴
輪
人
物
像
は
、
馬
子
と
か
鍬
を
か
つ
ぐ
男
等
身
分
の
低
そ
う
な
人
物
ま
で
、
首
飾
り
や
耳
飾
り
を
し
て
い
る
。
当
時
ガ
ラ
ス
製

装
身
具
類
が
か
な
り
供
給
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
階
層
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
彼
等
も
、

来
世
で
の
使
用
人
の
姿
で
あ
ろ
う
。

＝
二

　
以
上
の
よ
う
に
、
人
物
埴
輪
等
の
配
列
は
従
来
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
葬
送
儀
礼
と
関
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
来
世
の
生
活
場

面
の
種
々
相
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
梅
沢
氏
の
見
解
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
対
し

て
は
、
被
葬
者
と
と
も
に
地
下
に
埋
葬
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
批
判
が
当
然
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
始
皇
帝
の
兵
馬
桶
を
始
め
と
し

て
、
中
国
で
は
古
墳
に
各
種
の
桶
を
副
葬
し
て
い
る
し
、
百
済
や
新
羅
の
古
墳
に
も
小
形
の
陶
桶
等
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
桶
が

被
葬
者
の
地
下
世
界
（
来
世
）
で
の
生
活
と
関
わ
り
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
我
が
国
で
墳
墓
の
外
に
そ
の
世
界
を
描
出
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
玄
室
内
に
壁
画
の
描
か
れ
て
い
る
古
墳
も
存
在
す

る
が
、
具
象
的
な
も
の
は
非
常
に
少
な
く
、
玄
室
内
に
は
何
も
描
か
れ
な
い
か
、
も
し
く
は
描
か
れ
た
と
し
て
も
幾
何
学
的
模
様
が
多
い
。



こ
れ
は
新
羅
や
百
済
古
墳
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
中
国
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
た
高
句
麗
古
墳
と
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
我
が
国
の
古
墳
の
多
く
は
、
濠
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
水
の
彼
方
の
墳
墓
は
、
玄
室
等
の
地
下
世
界
だ
け
で
な
く
、
そ
の
墳
丘
全
体
で

他
界
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
は
、
庭
園
の
池
中
の
蓬
莱
島
と
同
様
の
意
味
を
持
っ
た
場
所
と
み
な
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
古
墳
に
立
て
ら
れ
て
い
た
鳥
や
蓋
・
盾
形
等
の
木
製
品
も
彼
岸
世
界
の
荘
厳
表
現
の
道
具
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
阪
府
津
堂
の
城
山
古
墳
の
濠
の
中
の
島
近
く
に
は
、
実
物
大
の
白
鳥
と
思
わ
れ
る
鳥
形
埴
輪
が
三
羽
立
て
ら
れ
て
い
た
し
、
同
様
の
鳥
形

埴
輪
は
応
神
天
皇
陵
に
も
立
て
ら
れ
て
お
り
、
天
界
の
使
者
で
あ
る
霊
鳥
の
遊
ぶ
姿
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
周
濠
に
立
て
ら
れ
た
白
鳥
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
仲
哀
天
皇
元
年
条
の
記
述
と
の
関
わ
り
で
説
明
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
倭
建
命
陵
に
、
命
を
偲
ぶ
目
的
で
白
鳥
を
放
っ
た
と
い
う
記
述
の
信
愚
性
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
天
皇
の
命

に
よ
っ
て
越
国
の
人
が
献
上
し
よ
う
と
し
た
白
鳥
を
天
皇
の
異
母
弟
の
王
が
奪
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
謀
反
事
件
の
導
入
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
て
事
実
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
た
と
え
も
し
、
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
白
鳥
を
陵
の
池
に
放
す
こ
と
が
慣

例
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
生
き
た
鳥
を
放
せ
ば
良
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
人
工
的
に
白
鳥
を
造
っ
て
立
て
る
必
然
性
は
無
い
の
で
は
な

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
む

カ
ろ
う
力

　
当
時
の
人
々
が
、
池
に
囲
ま
れ
た
墳
墓
そ
の
も
の
を
他
界
と
し
、
そ
こ
に
霊
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
『
古
事
記
』
の

次
の
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。

　
　
天
皇
、
深
怨
下
殺
二
其
父
王
一
之
大
長
谷
天
皇
P
欲
レ
報
二
其
簸
一
故
、
欲
レ
殿
二
其
大
長
谷
天
皇
之
御
陵
｝
而
、
遣
レ
人
之
時
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
巻
　
顕
宗
天
皇
御
陵
の
土
条
）

　
顕
宗
天
皇
は
、
父
王
を
殺
し
た
雄
略
天
皇
を
恨
ん
で
、
そ
の
霊
に
報
復
す
る
為
に
雄
略
天
皇
陵
を
壊
そ
う
と
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

陵
そ
の
も
の
が
霊
と
関
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
四

四
、
お
わ
り
に

『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
条
の
埴
輪
の
起
源
に
関
す
る
記
述
は
、

　
二
十
入
年
十
一
月
、
…
葬
二
倭
彦
命
干
身
狭
桃
花
鳥
坂
一
於
是
、

集
二
近
習
者
一
悉
生
而
埋
二
立
於
陵
域
一
数
レ
日
不
レ
死
、
書
夜
泣
吟
、



　
　
遂
死
而
燗
毘
之
、
犬
鳥
聚
傲
焉
、
天
皇
聞
一
此
泣
吟
之
聲
一
心
有
二
悲
傷
謁

　
　
三
十
二
年
秋
七
月
、
皇
后
日
葉
酢
媛
命
莞
、
…
於
是
、
野
見
宿
禰
進
日
、
夫
君
王
陵
墓
、
埋
二
立
生
人
一
是
不
良
也
、
…
自
領
二
土
部

　
　
等
い
取
レ
埴
以
造
「
作
人
・
馬
及
種
々
物
形
一
獄
…
干
天
皇
一
日
、
自
レ
今
以
後
、
以
二
是
土
物
一
更
二
易
生
人
一
樹
二
於
陵
墓
一
爲
二
後
葉
之

　
　
法
則
い
…
則
其
土
物
、
始
立
　
干
日
葉
酢
媛
命
之
墓
、
一
傍
號
一
是
土
物
一
謂
二
埴
輪
」
亦
名
二
立
物
一
也
。

の
如
く
で
あ
り
こ
近
習
の
者
を
生
き
な
が
ら
陵
域
に
埋
め
立
て
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
数
日
を
経
て
も
死
な
ず
、
昼
夜
泣
吟
す
る

声
が
天
皇
の
耳
に
も
聞
こ
え
、
し
か
も
死
ぬ
と
、
犬
や
烏
が
集
ま
っ
て
食
べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
こ
の
頃
の
殉
死
は
、

他
国
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
亡
く
な
っ
た
主
人
と
と
も
に
地
下
に
埋
葬
す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
墳
丘
の
周
り
に
埋
め
立
て
る
と
い
う
形

で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
埋
め
立
て
る
」
と
い
う
表
現
は
、
上
半
身
が
あ
る
程
度

以
上
地
表
に
出
た
形
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
ぜ
我
が
国
で
こ
の
よ
う
な
殉
死
の
形
態
が
と
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
も
無
い
の
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
殉
死
そ
の
も
の
の
目
的
は
、
他
国
と
同
様
に
被
葬
老
の
来
世
で
の
生
活
の
為
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
地
表
に
埋
め
立
て
た
の
は
、

恐
ら
く
は
被
葬
者
の
権
力
の
誇
示
と
霊
の
守
護
が
目
的
と
思
わ
れ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
濠
に
囲
ま
れ
た
墳
丘
そ
の
も
の
が
被
葬
者
の
霊

の
宿
る
空
間
で
あ
り
、
彼
岸
の
世
界
で
あ
れ
ば
、
こ
の
墳
丘
の
周
り
に
近
習
老
を
埋
め
立
て
る
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
人
物
埴
輪
の
起
源
論
の
一
つ
と
し
て
古
く
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
た
の
が
、
こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
基
づ
い
た
殉
死
代
用
説
で
あ
る

が
、
は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
現
在
で
は
否
定
的
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
は
、
日
葉
酢
媛
命
陵
と
目
さ

れ
て
い
る
左
紀
陵
山
古
墳
に
は
人
物
埴
輪
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
左
紀
陵
山
古
墳
が
日
葉
酢
媛
命
陵
で
あ
る
確

証
は
な
い
。
ま
た
二
つ
目
の
批
判
と
し
て
、
人
物
埴
輪
に
先
行
し
て
家
形
埴
輪
や
盾
形
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、

家
形
埴
輪
や
盾
形
埴
輪
と
人
物
埴
輪
は
別
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
家
形
・
盾
形
埴
輪
は
玄
室
の
あ
る
墳
頂
部
に
立
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
被
葬
者
の
霊
の
宿
る
場
所
及
び
そ
の
守
護
と
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
物
埴

輪
は
、
墳
頂
部
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
墳
丘
の
周
辺
部
に
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
墳
頂
部
の
家
や
盾
形
埴
輪
等
と
、
人
物
埴

輪
を
一
く
く
り
に
し
て
考
え
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
否
定
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
蕃
上
山
古

墳
等
に
立
て
ら
れ
た
人
物
埴
輪
の
初
現
と
み
な
さ
れ
て
い
る
像
が
、
近
習
者
像
で
は
な
く
て
巫
人
像
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
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こ
れ
も
既
に
み
た
よ
う
に
、
手
被
を
掛
け
た
り
斜
め
に
布
を
掛
け
た
り
し
た
人
物
が
、
は
た
し
て
巫
人
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
大
い
に
問
題

が
あ
る
。
蕃
上
山
古
墳
の
埴
輪
人
物
像
は
、
近
習
者
達
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
姿
は
、
か
っ
て
生
き
た
ま
ま
埋
め
立
て
ら
れ
た
人
々
に
代

わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
垂
仁
天
皇
紀
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
史
実
で
な
い
に
し
て
も
、
書
紀
の
編
纂
時
に
参
考
に
し
た
原
史
料
に
は
、
こ
の
記
述
が
な
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
土
師
部
の
家
伝
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
い
つ
の
時

代
で
あ
っ
た
か
の
特
定
も
で
き
な
い
が
、
人
物
埴
輪
誕
生
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
。
垂
仁

天
皇
の
時
代
に
は
ま
だ
人
物
埴
輪
が
出
現
し
て
い
な
い
と
か
、
初
期
人
物
埴
輪
を
巫
人
達
と
断
定
す
る
等
の
不
確
定
要
素
で
も
っ
て
、
一
つ

の
重
要
な
史
料
を
抹
殺
す
る
こ
と
の
危
険
性
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
初
期
段
階
の
人
物
埴
輪
は
、
書
紀
の
記
述
通
り
に
、
殉
死
の
代
用
と
し
て
近
習
者
の
人
像
を
立
て
た
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
風
習
が
一
般
的
に
な
る
と
、
初
期
の
近
習
者
だ
け
を
供
に
連
れ
て
行
く
と
い
う
目
的
は
薄
ら
ぎ
、
来
世
で
の
華
や
か
な
生
活
の
為

に
、
よ
り
多
く
の
ま
た
様
々
の
職
業
や
階
層
の
人
々
を
伴
う
と
い
う
こ
と
に
拡
大
し
て
ゆ
き
、
そ
れ
を
埴
輪
で
表
現
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
朝
鮮
半
島
か
ら
の
移
住
者
も
多
く
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
等
に
描
き
出
さ
れ
た
来
世
で
の
生
活
観
の
影
響
も
加
わ
り
、
人
物
埴
輪
の
世
界

は
膨
ら
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
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若
松
良
一
「
埴
輪
群
像
が
語
る
も
の
」
（
『
は
に
わ
ー
秘
め
ら
れ
た
古
代
の
祭
祀
1
』
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
）
一
九
九
三
年
、
二
四
～
二
五

頁
。
亀
井
正
道
「
人
物
・
動
物
埴
輪
」
（
『
日
本
の
美
術
』
三
四
六
号
、
至
文
堂
）
一
九
九
五
年
、
二
一
頁
等
。

本
論
引
用
の
『
古
事
記
』
は
全
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
使
用
。

本
論
引
用
の
『
日
本
書
紀
』
は
全
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
使
用
。

水
野
正
好
「
埴
輪
芸
能
論
」
（
『
古
代
の
日
本
』
2
、
角
川
書
店
）
一
九
七
一
年
、
二
五
五
～
二
七
入
頁
。

滝
口
宏
「
は
に
わ
に
つ
い
て
」
（
『
芝
山
は
に
わ
博
物
館
』
）
＝
頁
。
大
場
磐
雄
「
葬
制
の
変
遷
」
（
『
古
代
の
日
本
』
2
、
角
川
書
店
）

一
七
〇
頁
。

和
田
葦
「
古
代
の
葬
送
儀
礼
と
埴
輪
群
像
」
（
『
は
に
わ
1
秘
め
ら
れ
た
古
代
の
祭
祀
1
』
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
）
一
四
頁
。
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森
田
悌
「
埴
輪
の
祭
り
」
（
『
風
俗
』
一
二
二
号
、
日
本
風
俗
史
学
会
）
一
九
九
五
年
、
一
二
～
二
一
頁
。

梅
沢
重
昭
「
群
馬
の
埴
輪
－
古
墳
の
変
遷
と
そ
の
埴
輪
祭
式
1
」
（
『
は
に
わ
ー
秘
め
ら
れ
た
古
代
の
祭
祀
1
』
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
）

三
〇
頁
。

三
輪
慕
六
・
宮
本
長
二
郎
「
家
形
は
に
わ
」
（
『
日
本
の
美
術
』
三
四
八
号
、
至
文
堂
）
一
九
九
五
年
、
一
九
頁
。

鶏
形
埴
輪
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
冠
や
尾
・
首
の
形
等
か
ら
鳳
鳳
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

望
月
幹
夫
「
器
財
は
に
わ
」
（
『
日
本
の
美
術
』
三
四
七
号
、
至
文
堂
）
一
九
九
五
年
、
一
九
～
二
〇
頁
。

高
野
学
「
古
墳
を
め
ぐ
る
木
製
樹
物
」
（
『
季
刊
考
古
学
』
二
〇
号
、
雄
山
閣
）
一
九
入
七
年
、
五
〇
～
五
二
頁
。

亀
井
正
道
「
人
物
・
動
物
埴
輪
」
二
〇
頁
。

亀
井
正
道
「
人
物
・
動
物
埴
輪
」
六
〇
頁
。

村
井
山
品
雄
「
古
墳
」
（
『
日
本
の
美
術
』
五
七
号
、
至
文
堂
）
一
九
七
一
年
、
四
二
頁
。

北
野
耕
平
「
五
世
紀
に
お
け
る
甲
冑
出
土
古
墳
の
諸
問
題
」
（
『
日
本
考
古
学
論
集
』
8
、
吉
川
弘
文
館
）
一
九
入
七
年
、
一
入
六
～
一
入
七
頁
。

村
井
山
品
雄
「
古
墳
」
四
二
頁
。

北
野
耕
平
「
五
世
紀
に
お
け
る
甲
冑
出
土
古
墳
の
諸
問
題
」
一
九
二
ー
一
九
三
頁
。

『
よ
み
が
え
る
古
代
王
国
－
伽
耶
文
化
展
』
（
東
京
国
立
博
物
館
）
一
九
九
二
年
、
一
三
九
頁
。

朝
鮮
画
報
出
版
部
局
編
『
高
句
麗
古
墳
壁
画
』
（
朝
鮮
画
報
社
）
一
九
八
五
年
。

朝
鮮
画
報
出
版
部
局
編
『
高
句
麗
古
墳
壁
画
』
。

『
は
に
わ
ー
秘
め
ら
れ
た
古
代
の
祭
祀
ー
』
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
、
五
四
頁
。

森
田
悌
「
埴
輪
の
祭
り
」
一
二
～
二
一
頁
。

本
論
の
『
祝
詞
』
は
全
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
使
用
。

本
論
の
『
万
葉
集
』
は
全
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
使
用
。

辰
巳
和
弘
「
生
活
　
1
衣
服
」
（
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
3
、
雄
山
閣
）
一
九
九
一
年
、
三
二
頁
。
亀
井
正
道
「
人
物
・
動
物
埴
輪
」
二
二
頁
等
。

本
論
の
『
延
喜
式
』
は
全
て
国
史
大
系
本
（
吉
川
弘
文
館
）
を
使
用
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
す
だ
　
よ
し
こ
　
本
学
教
授
）
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